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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
積
極
的
勧
奨
再
開
に
際
し
、「
北

海
道
医
師
会
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
研
修
会
」
が
市
町
村

職
員
、
保
健
師
、
学
校
関
係
者
を
対
象
と
し
て
Ｗ
ｅ

ｂ
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
大
な
る
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
二
度
と
断
続
を

繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
医
療
者
は
、

地
域
の
医
療
体
制
・
相
談
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

必
要
・
責
務
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
感
染
と
人
類
の
歴
史
は
古
く
、
原
始

の
時
代
か
ら
実
に
多
く
の
病
原
微
生
物
と
対
峙
し
て

き
た
。
天
然
痘
、
ペ
ス
ト
、
マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

経
験
し
、
そ
の
都
度
、
社
会
の
在
り
方
を
変
革
し
、

ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
法
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
な
ど
の

治
療
法
を
模
索
し
、
医
学
・
科
学
技
術
を
発
展
さ
せ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
悪
性
腫
瘍
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
、
本
邦
に
お
け
る
が
ん
の
約
２
割
は
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
感
染
に
よ
る
と
推
計
さ
れ
る
。
Ｈ
Ｂ
Ｖ

／
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
よ
る
肝
が
ん
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
に
よ
る
胃
が
ん
や
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
る
。
感
染
に
よ
る
発
が
ん
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
が

ん
原
性
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
る
直
接
的
作
用
や
、
慢
性

炎
症
に
伴
う
細
胞
の
壊
死
・
再
生
に
よ
る
間
接
的
作

用
な
ど
が
報
告
さ
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
子
宮
頸
が
ん
の
95
％
以
上
は
ハ

イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
が
原
因
で
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ

は
性
的
接
触
に
よ
り
感
染
す
る
が
、
約
９
割
は
自
然

に
排
除
さ
れ
る
。
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す
る
の
は
Ｈ

Ｐ
Ｖ
持
続
感
染
の
１
％
未
満
で
あ
り
、
癌
化
に
は
数

年
か
ら
数
十
年
を
要
す
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
経
験

の
あ
る
女
性
の
約
８
割
が
感
染
す
る
あ
り
ふ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
で
、
世
界
で
は
３
億
人
の
感
染
が
見
積
も
ら

れ
て
い
る
。

　

本
邦
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん
は
、
周
辺
諸
国
と

異
な
り
、
罹
患
率
・
死
亡
率
と
も
に
増
加
傾
向
に

あ
る
。
毎
年

１

万

１

千

人
（
上
皮
内

癌
を
含
め
る

と
３
万
５
千

人
）
が
罹
患

し
、
約
３
千

人
が
亡
く
な

る
疾
患
で
あ

り
、
女
性
の

50
歳
未
満
の
が
ん
死
亡
の
第
２
位
を
占
め
る
。
ま
た
、

治
療
に
よ
る
妊
孕
性
の
喪
失
や
、
子
宮
温
存
可
能
で

も
、
そ
の
後
の
不
妊
症
、
流
産
・
早
産
な
ど
の
周
産

期
リ
ス
ク
が
問
題
と
な
る
。

　

一
方
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
法
が
確
立
し
た
ま

れ
な
が
ん
で
も
あ
る
。
一
次
予
防
と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
、
二
次
予
防
と
し
て
が
ん
検
診
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
日
本
は
、
世
界
で
最
も
低
い
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
の
国
の
一
つ
で
あ
り
、
が
ん
検
診
受
診
率

も
４
割
程
度
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

加
盟
国
の
中
で
も
低
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は
明
ら
か
で
、
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
導
入
し
て
い
る
国
々
か
ら
は
、

子
宮
頸
が
ん
の
低
減
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
大
き
く
寄

与
し
た
と
の
報
告
が
複
数
見
ら
れ
る
。
本
邦
か
ら
も
、

Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
ま
で
の
予
防
効
果
に
つ
い
て
複
数
の
報
告

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
邦
で
は
約
８
割
ま
で
増
加
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
は
、
２
０
１
３
年
６
月
の
積
極
的
勧
奨
一

時
差
し
控
え
を
受
け
、
２
％
以
下
ま
で
急
激
に
低
下
し

た
。
端
を
発
し
た
の
は
、
同
年
３
月
頃
よ
り
行
わ
れ
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
多
様
な
症
状
に
対
す
る
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
報
道
で
あ
っ
た
。
国
内
外
で
多
く
の
解
析
が
慎
重

に
行
わ
れ
た
結
果
、
多
様
な
症
状
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

の
因
果
関
係
を
示
す
報
告
は
み
ら
れ
ず
、
現
在
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
多
様
な
症
状
は
機
能
性
身
体
症

状
と
認
識
さ
れ
、
近
年
で
は
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

よ
り
予
防
接
種
ス
ト
レ
ス
関
連
反
応
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
と

い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
世
界
の
92
ヵ
国
で
定
期

接
種
さ
れ
、
す
で
に
８
億
回
以
上
の
接
種
が
行
わ

れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
２
０
１
９
年
１
月
に
子

宮
頸
が
ん
排
除
に
向
け
た
世
界
的
戦
略
を
策
定
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
目
標
と
し
て
①
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
90
％
以
上
②
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
率
70

％
以
上
③
90
％
以
上
の
女
性
が
浸
潤
癌
の
適
切
な
治

療
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
現
在
、
本
邦
で

は
、
技
術
、
医
学
、
社
会
政
策
的
な
ツ
ー
ル
が
備
わ

っ
て
い
る
が
、
３
番
目
の
目
標
し
か
達
成
で
き
て
い

な
い
。
８
年
半
に
及
ぶ
長
期
差
し
控
え
に
よ
っ
て
、

本
来
予
防
し
得
た
子
宮
頸
が
ん
で
苦
し
む
女
性
が
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
今
回
の
積
極
的
勧
奨
に
あ
た

っ
て
は
、
学
校
教
育
機
関
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど

と
協
力
の
う
え
、
道
民
一
人
一
人
に
向
け
た
正
し
い

情
報
の
提
供
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
の
向
上
、
さ
ら

に
が
ん
検
診
対
策
を
行
い
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
・
排

除
推
進
へ
舵
き
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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